
一般会計の歳入と歳出

民生費
114億4,825万円

36.19％

歳出

衛生費
26億277万円

8.23％

公債費
28億7,870万円

9.10％

農林水産業費
16億1,864万円

5.12％

総務費
38億3,176万円

12.11％

教育費
32億1,009万円

10.15％

消防費
15億8,195万円

5.00％
商工費ほか
10億3,281万円

3.27％

地方交付税
80億6,800万円

25.51％

歳入
市税

81億3,345万円
25.71％

市債
44億4,230万円

14.04％

県支出金
21億9,826万円

6.95％

国庫支出金
37億8,163万円

11.96％

地方消費税交付金
13億3,400万円

4.22％

その他
36億7,236万円

11.61％

316億3千万円

316億3千万円

土木費
34億2,503万円

10.83％

一般会計・特別会計・公営企業会計
総額589億8,012万円（対前年度比2.7％減）

　一般会計予算額は316億3千万円で、前年度予算と比べ、12億5千万円の減(△3.8％)となっています。
　一般会計に特別会計と公営企業会計を加えた予算総額は、前年度予算と比べ、約16億2千万円の減（△2.7％）となっています。
　平成28年度予算書および予算に関する参考資料などは、財政課、各支所、各図書館で閲覧できるほか、市ホームページに市の
財政状況（予算、決算、財務書類・バランスシートなど）を掲載しています。
※以下、会計ごとに1万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

問財政課　☎(50)1207

平成28年度当初予算

依存財源
65.20％

自主財源
34.80％

市税…市民税・固定資産税・軽自動車税・都市計画税などの税
地方交付税…財政規模などに応じて国から交付されるお金
市債…国・県や銀行などから借り入れるお金
国・県支出金…特定の事業などに国・県から交付されるお金
地方消費税交付金…消費税の一部で県から交付されるお金
その他…使用料、手数料、財産収入、繰入金などのお金
※都市計画税は、街路や下水道整備などの都市計画事業へ
充当しています
※地方消費税交付金の内、地方消費税の税率引き上げによる
増収分は、全額社会保障費の財源へ充当しています

自主財源…市税など自主的に収入する財源
依存財源…地方交付税など、国または都道府県から交付
　　　　　される財源

民生費…�障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護などの事業に
使うお金

総務費…�人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計などの総務事務に使
うお金

土木費…道路、公園、住宅などの事業に使うお金
教育費…小中学校や生涯学習など教育、文化などの事業に使うお金
公債費…�国・県や銀行などから借りた市債（市の借金）を返済するた

めのお金
衛生費…健康づくり、廃棄物処理、公害対策などの事業に使うお金
農林水産業費…農業・畜産・林業の振興のために使うお金
消防費…消防、防災対策などの事業に使うお金
商工費ほか…商工費、議会費など
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■幼保一元化（小見川地区）施設整備事業
� 11億9,563万4千円
　合併特例債を活用し、新たに幼保一元化施設である「認定こど
も園（幼保連携型）」を整備
■予防接種事業　1億1,736万7千円
　各種予防接種に加えて、予防接種のスケジュール
を自動作成し、メールで通知するサービスを開始

■中学校校舎大規模改修事業　5億45万円
　合併特例債を活用し、小見川中学校および山田中学校校舎の大
規模改修工事を実施
■佐原中学校スクールバス運行事業　1,796万3千円
　佐原中学校と佐原第三中学校の統合に伴い、遠距離通学となる
生徒のためのスクールバス運行を実施

区　分 当初予算額 対前年度増減額 増減率（%）

一般会計 316億3,000万円 △12億5,000万円 △3.8 

特別会計 232億4,213万円 △4億9,692万円 △2.1 

公営企業会計 41億   799万円 1億2,761万円 3.2 

合　計 589億8,012万円 △16億1,931万円 △2.7 

区　分 当初予算額 対前年度増減額 増減率（%）

国民健康保険事業 125億7,000万円 △900万円 △0.1 

介護保険事業 66億3,500万円 8,800万円 1.3 

訪問看護事業 2,800万円 100万円 3.7 

農業集落排水事業 1億9,800万円 1,300万円 7.0 

観光事業 5億   700万円 △4億4,500万円 △46.7 

下水道事業 22億3,400万円 9,100万円 4.2 

土地取得事業 813万円 808万円 16156.0

火葬場事業 0万円 △1億1,000万円 皆減 

後期高齢者医療事業 8億2,200万円 6,700万円 8.9 

太陽光発電事業 2億4,000万円 △2億   100万円 △45.6 

合　計 232億4,213万円 △4億9,692万円 △2.1 

区　分 当初予算額 対前年度増減額 増減率（%）

水道事業会計
収入 31億7,182万円 2億1,856万円 7.4 

支出 38億7,380万円 1億3,860万円 3.7 

簡易水道事業会計
収入 2億2,624万円 2,141万円 10.5 

支出 2億3,419万円 △1,099万円 △4.5 

■予算規模

■公営企業会計

■特別会計

■佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業　2億2,648万7千円
　合併特例債を活用し、清見屋跡地に公共施設と中心市街地活性
化施設の複合施設を整備
■強い農業づくり交付金事業補助金　2億3,595万円
　高性能機械・栽培施設などの整備支援を実施
■飼料用米出荷奨励金　8,640万円
　主食用米から飼料用米に作付転換し、生産数量目標を達成した
場合に奨励金を交付
■プレミアム商品券発行事業補助金　6,300万円
　1万円につき1,500円分の商品券を上乗せし、4万セットを販売

健康・福祉の充実 産業・経済の振興

■仁良循環型社会形成推進施設整備事業　1億3,137万3千円
　合併特例債を活用し、仁良清掃工場跡地などに、ごみの減量・
再資源化を推進するための施設を整備
■合併処理浄化槽設置整備事業補助金　4,663万6千円
　公共下水道未整備地区において合併処理浄化槽を設置した場
合、その費用の一部を補助

生活・環境の向上

教育・文化の推進

■橘ふれあい公園整備事業　2億4,829万6千円
　合併特例債を活用し、橘ふれあい公園の拡張および再整備を実施
■小見川市街地（駅前広場）整備事業　1億9,828万5千円
　合併特例債を活用し、利用者の利便性向上と景観配慮のため、
小見川駅周辺を整備
■上水道安全対策事業　

　6億4,961万9千円
　災害時に安全な水道用水を供給するため、自
家発電設備の整備・水道管路の耐震化を実施

都市基盤の整備

自家発電設備 ▼

問企画政策課　☎（50）1206

ふるさと香取応援寄附金

にぎわい創造プロジェクト　164万9,250円
　農林畜産業・商工業の振興、観光の推進
げんき創造プロジェクト　683万4,000円
　子育て支援の充実、高齢者福祉・
　地域福祉の推進
あんしん創造プロジェクト　176万5,016円
　消防・救急、防災体制の充実
その他事業　117万7,092円

■平成28年度事業の活用先

　ふるさと香取応援寄附金は、5,000円から申し込むことが
でき、寄附金の使途は、寄附者が選択できます。また、所得
税や住民税の軽減措置が受けられます（軽減額は個人の所得、
寄附金額により変動）。

1,142万5,358円平成27年度
実績 85件
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※合併特例債…市町村合併後の新市建設計画に基づく整備事業のた
めに起こす市債で、その償還には国の手厚い財源措置があり、多く
の主要事業に活用しています

主な重点施策事業
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